
交通拠点と防災機能のあり様

１．福島県沖地震時におけるバスタ新宿の対応

２．平常時と災害時での機能の使い分け
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２．平常時と災害時での機能の使い分け

➢ 平常時の交通拠点は周辺施設との分担・連携の下で交通機能・交流等機能を発揮し、人・モノの流れを支える

➢ 災害時の交通混乱下においては、交通機能を維持し、人・モノの流れを確保できるよう、交流等機能から防災機
能にシフトして交通拠点の運用を切り替えるなどの工夫が必要ではないか
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➢ 交通拠点は、広範囲の交通ネットワークを支える拠点であるため、災害時においても「交通機能」を維持し帰宅
困難者等の発生を防ぐ・減らすことが重要

➢ 平常時の「交流等機能」の賑わい等の空間を「防災機能」に活用できるよう、災害時に起こりうる事態に対応しう
る必要な機能を備えておく必要があるのでは無いか

２．平常時と災害時での機能の使い分け


